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【特集】
2023年９月議会より　
　　　　タブレット端末導入！！

【常任委員会報告】自動運転バス実証実験
将来に向けての展望は？
　　　 10人が市政を問う一般質問

９月定例会
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剣  　心  　一  　如 　！！　　　（双海中学校　剣道部　９月14日）



９月議会の様子

真剣にタブレット端末を見ています！真剣にタブレット端末を見ています！

タブレット端末を見ながら質問しています！タブレット端末を見ながら質問しています！

専用タッチペンで画面に直接記入して専用タッチペンで画面に直接記入して
保存することもできます！保存することもできます！

議員とあわせて市職員側も初めてパソコンを議員とあわせて市職員側も初めてパソコンを
持ち込み議会に臨みました！持ち込み議会に臨みました！

【導入の経緯】
2022年　６月　議会改革特別委員会で検討開始
　　　　  ７月　先進地である西予市議会へ視察
　　　　  ９月　タブレット端末導入決定
　　　　 10月　 ペーパーレス会議システムのデモ研修 
2023年　８月　タブレット端末研修会（２回開催）
　　　　  ９月　９月議会で運用開始

【経費負担】
１か月１人当たり：5,621円

（通信料・リース代・補償代等含む）
※議員は約３分の１を負担

2023年
９月議会より  タブレット端末導入！！

ペーパーレス会議システムで議案
書など、フォルダに収納できます。
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県内20市町議会のうち、タブ
レット端末を導入しているのは
16市町議会です。その中で一番
早く導入したのは松野町（平成
27年度）で、伊予市は15番目の
導入となりました。

かわぐち副委員長



委員長　大野鎮司 ／ 副委員長　川口和代

９月議会を終えて…（タブレット端末を導入しての各議員の感想）

　当委員会は、令和３年５月に設置後、各調査項目について、これまで審議、決定してきました。
　６月議会最終日（７/４）において、これまで審議してきた内容について、川口和代副委員長が中間報
告を行いましたので、今回はその中から抜粋して報告します。
※「議員研修会（妹尾克敏教授の講演会）」・「女性議会の開催」・「議会報告会」については、すでに「議会

だより第65号・第70号・第72号」において報告していますので、ここでは省略します。

○指定されたページを開けて、メモを取ることで精一杯の９月議会でした。次回（12月）議会
までには、画面を２分割する機能やしおり機能などを使いこなせるようになりたいです。

○疑問や質疑のキーワードをタブレットにメモする場合の操作に時間がかかっているため、
使いこなすには、これから慣れるしかないと思いました。

○情報をいち早く共有するためには、タブレットの利用は欠かせないものであり、議会運営
において非常に有効なので、使いこなせるよう努力していきたいと思います。

○タブレットの導入により、画面共有や過去の会議録をすぐに調べられるようになり、より
深い議論ができるようになったと思います。

 ■タブレット端末の導入について（※２ページに詳細を掲載） 
　議会ＩＣＴ化の一環として、主に議会のペーパーレス化を推進するため、タブレット端末
を１人１台導入することについて、令和４年６月から協議を開始しました。まず、正副委員
長が先進地である西予市議会に視察を行い、ペーパーレス会議システムやグループウェアシ
ステムなど視察しました。その後、報告も兼ねて実際に議員全員でデモ研修を行い、最終的
に令和５年度に導入することを決定しました。
 ■伊予市議会災害時における対応指針の策定について 
　令和３年７月から令和４年６月にかけて協議し、現在、議員６人によるプロジェクトチー
ムを立ち上げ、今期中に策定する準備を進めています。
 ■陳情の取扱いについて 
　申し合わせ事項により、これまで、市外在住者が陳情を持参した場合、原則、常任委員会
に付託していました。今後、郵送で提出された場合と同様に議会運営委員会に諮って、審査
除外にすることができる取扱いとすることに決定しました。

議会改革特別委員会  中間報告

【審議・決定した主な事項（一部抜粋）】　
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６月議会で議
会改革特別委
員会の中間報
告を行いまし
た。

おおの委員長



将
来
に
向
け
て
の
展
望
は
？

本
格
運
行
に
向
け
て
検
討
す
る
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常任委員会
審査報告

（９月13日～15日開催）

自動運転バス
実証実験

エストニア製の車両「ミカ」（写真右）は安全性・操作性・経済性に優れており、
技術的にレベル４（運転手を必要としない遠隔監視等による自動運転）への移
行が容易なこともあり、今回使用する予定としています。

前回の車両 「アルマ」 今回使用予定の車両 「ミカ」

自
動
運
転
実
証
調
査
業
務

委
託
料 

問
具
体
的
な
内
容
と
将
来

の
展
望
は
。

答
企
画
政
策
課

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選

定
し
た
ボ
ー
ド
リ
ー
株
式
会

社
に
運
行
業
務
を
委
託
し
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
自
動
運
転
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
レ
ベ
ル
２
で
の

実
証
運
行
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
実
証
実
験
の
結
果

を
も
と
に
、
持
続
可
能
な
運
行

体
制
の
確
立
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題

を
整
理
し
な
が
ら
、
次
年
度
以

降
の
本
格
運
行
、
さ
ら
に
は
レ

ベ
ル
４
へ
の
移
行
を
目
指
し
て

い
く
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

規
模
の
縮
小
や
中
止
の
可
能
性

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
慎
重
に

検
討
を
進
め
た
い
。

問
今
回
の
実
証
実
験
の
使

用
車
両
・
運
行
ル
ー
ト
・

運
賃
等
に
つ
い
て
、
令
和
４
年

度
の
実
証
実
験
と
の
変
更
点

は
。答

企
画
政
策
課

　

運
行
す
る
路
線
や
無
償
と

い
う
形
態
は
変
更
し
な
い
予

定
で
あ
る
が
、
使
用
車
両
に

つ
い
て
は
、
乗
車
で
き
る
人

数
こ
そ
若
干
少
な
く
な
る
も

の
の
、
安
全
性
・
操
作
性
・

経
済
性
に
優
れ
て
い
る
う
え
、

技
術
的
に
レ
ベ
ル
４
へ
の
移

行
が
容
易
で
あ
る
点
な
ど
を

勘
案
し
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
「
ア

ル
マ
」
か
ら
エ
ス
ト
ニ
ア
製
の

「
ミ
カ
」
と
い
う
車
両
に
変
更

す
る
方
向
で
調
整
を
進
め
て

い
き
た
い
。

愛
媛
Ｆ
Ｃ
コ
ン
テ
ン
ツ
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
負
担
金 

問
ど
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
で
き
る
の
か
。

答
地
域
創
生
課

　

事
業
の
効
果
と
し
て
は
、
ア

オ
ア
シ（
※
）展
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
等
で
の
観
光
客
数
を
約

３
０
０
０
人
と
想
定
し
て
お
り
、

各
種
媒
体
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト

告
知
に
よ
る
ア
オ
ア
シ
の
聖
地

巡
礼
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

伊
予
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

（
※
）ア
オ
ア
シ
と
は
、
主
人
公

（
青
井
葦あ

し
人と

）が
伊
予
市
双
海
町

の
中
学
校
を
卒
業
し
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
界
を
変
え
る
成
長
の

物
語
を
描
い
た
漫
画
で
す
。

総
務
委
員
会
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婚
活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
及
び

出
会
い
創
出
業
務
委
託
料

　
問
具
体
的
な
内
容
と
委
託

先
の
選
定
方
法
は
。

答
子
育
て
支
援
課

　

将
来
結
婚
を
希
望
す
る
方

が
、
楽
し
み
な
が
ら
対
異
性
ス

キ
ル
を
向
上
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

こ
と
で
結
婚
促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
業
務
で
あ

り
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
選
考
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
推

進
業
務
委
託
料

問
本
市
を
中
心
と
し
た
県

内
広
域
住
民
に
対
し
、

特
に
父
親
の
子
育
て
参
画
に
つ

い
て
意
識
改
革
を
図
る
、
ク
ロ

ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

業
務
で
あ
る
が
、
そ
の
情
報
発

信
の
詳
細
は
。

　
伊
予
市
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

問
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
範
囲
を
、
現
在
の

15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
に
拡
大
す

る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
。

答
市
民
課

　
令
和
５
年
６
月
13
日
付
け
で

国
が
定
め
た「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
に
よ
り
、
令
和
６
年

度
中
の
児
童
手
当
の
支
給
期
間

が
高
校
生
世
代
ま
で
延
長
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
医

療
費
に
お
い
て
も
同
様
に
高
校

生
世
代
の
子
育
て
に
係
る
経
済

的
な
負
担
軽
減
を
図
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

答
子
育
て
支
援
課

　

現
在
想
定
し
て
い
る
の
は
、

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
、
雑
誌
及
び
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン

な
ど
、
様
々
な
媒
体
を
使
う
こ

と
を
条
件
に
受
注
者
の
公
募

を
行
い
、
本
市
の
子
育
て
に
関

す
る
施
策
や
施
設
を
紹
介
す

る
動
画
や
、
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
の
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
の
よ
う
な
も
の
を

組
み
合
わ
せ
て
発
信
し
た
い
。

旧
出
渕
葉
た
ば
こ
共
同
利
用

施
設
の
土
地
と
建
物
売
却

問
旧
出
渕
葉
た
ば
こ
共
同

利
用
施
設
の
土
地
と
建

物
に
つ
い
て
は
、
入
江
工
研
株

民
生
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

式
会
社
に
売
却
す
る
予
定
と
し

て
い
る
が
、
今
後
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
、
情
報
な
ど
入
っ
て

い
る
の
か
。

答
農
林
水
産
課

　

当
初
は
、
建
物
は
そ
の
ま
ま

残
し
、
倉
庫
と
し
て
利
用
す
る

と
の
話
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的

に
は
、
一
度
、
更
地
に
戻
し
て
、

新
し
い
工
場
を
建
設
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
情
報
を
得
て
い
る
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
内
子

工
場
と
中
山
工
場
で
行
っ
て
い

る
事
業
の
一
部
を
新
し
い
工
場

に
移
す
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金

問
現
在
、
１
期
５
年
間
の

５
期
目
を
活
動
中
で
、

今
年
度
か
ら
稲
荷
集
落
が
新
た

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
事

業
費
が
増
額
と
な
っ
た
。
地
域

に
よ
っ
て
は
、
高
齢
化
が
進
み

人
数
が
減
り
、
今
後
の
活
動
が

難
し
い
集
落
も
あ
る
と
聞
き
及

ん
で
い
る
が
、
次
回
切
り
替
え

時
に
お
け
る
各
集
落
の
申
請
状

況
の
見
通
し
な
ど
、
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答
農
業
振
興
課

　

令
和
７
年
度
か
ら
第
６
期

の
事
業
が
展
開
さ
れ
る
予
定

だ
が
、
通
例
で
い
く
と
、
令
和

７
年
６
月
末
ま
で
に
各
集
落
か

ら
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
各
集
落
の

今
後
の
意
向
等
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
把
握
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

旧出渕葉たばこ共同利用施設



金澤　　功　議員　（Ｐ13）
1　児童クラブ（学童保育）について
2　移住・定住世帯への支援策について
3　マイナンバーカード制度について
4　水稲栽培の農薬散布について

日野　猛仁　議員　（Ｐ14）
1　子ども医療費助成事業について
2　ふるさと納税制度について
3　民間活力の活用について
4　集会所の改修について（助成金・分担金）

高田　浩司　議員　（Ｐ15）
1　公立中学校の運動部活動「地域移行」への取組と
　  現状について
2　教職員の働き方改革について
3　市役所におけるハラスメント防止の取組について
4　JR伊予市駅周辺整備事業計画について

大野　鎮司　議員　（Ｐ16）
1　見守り隊について
2　本市のホームページについて
3　同窓会補助について
4　自主性、主体性を育て世界をかける子どもたちへ

正岡　　満　議員　（Ｐ17）
1　下三谷楠木線に設置の監視カメラの利用状況について
2　有害鳥獣であるカラス対策について
3　伊予地区清掃センターの可燃性粗大ごみ持ち込みについて

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

小さなお子様連れでも議会の傍聴が
できる「親子傍聴席」もありますので
お気軽にお越しください。

室内は防音ですが
議場のマイクはス
ピーカーを通して
聞こえます。

親子傍聴席
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1010人人が市政を問うが市政を問う
　９月議会では、10人の議員が34問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項
目は下表をご覧ください。８ページから質問した議員ごとに２問の質問を要約してお伝えします。
なお、全文記録（議事録）は12月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録検索
システムにて掲載しますのでご覧ください。

門田　裕一　議員　（Ｐ８）
1　本市のごみ減量対策、今こそごみ袋無料化を
2　本市の学校プール老朽化対策について
3　視覚障がい者のための「音声コード」の利用促進について

平岡　清樹　議員　（Ｐ９）
1　耕作放棄地問題の深刻さについて
2　IYO夢みらい館前「郵便局跡地の利用方法」について

吉久　俊介　議員　（Ｐ10）
1　ふたみの夏祭りについて
2　デジタル田園都市構想について
3　超高速ブロードバンド網（光ファイバ網）整備について

田中　慎之介　議員　（Ｐ11）
1　地域活動休暇について
2　学校教育におけるタブレット活用について
3　コミュニティバスの運行ルートについて

森川　建司　議員　（Ｐ12）
1　上三谷地区市道拡幅工事等の進捗について
2　青少年の健全育成について
3　不登校などを少しでも減らそう
4　拉致問題を風化させないために

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

きたはし議長

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！

12月議会の日程は
11月初旬頃にホーム

ページで掲載予定です。
広報いよし12月号でも

お知らせします。
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問

 

音
声
コ
ー
ド
と
は
、

文
字
を
読
む
の
が
困

難
な
人
た
ち
、
視
覚
障
が
い

者
、
高
齢
者
、
外
国
人
な
ど

に
音
声
で
文
字
情
報
を
伝
え

る
二
次
元
コ
ー
ド
の
こ
と
で

あ
る
。
紙
媒
体
に
掲
載
さ
れ

た
文
字
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
情

報
に
変
え
る
も
の
で
、
読
取

り
機
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を

使
っ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
国
や
地
方
自
治
体
な
ど
か

ら
送
ら
れ
る
公
的
な
通
知
文

書
や
広
報
紙
な
ど
の
印
刷

物
、
ま
た
年
金
や
医
療
、
各

種
保
険
の
お
知
ら
せ
な
ど
に

は
、
音
声
コ
ー
ド
の
記
載
が

必
須
で
あ
る
。

　

本
市
か
ら
市
民
に
送
付
さ

れ
る
公
的
な
通
知
に
つ
い
て

も
、
こ
の
音
声
コ
ー
ド
の
普

及
を
早
急
に
進
め
て
は
。

答
音
声
コ
ー
ド
の
利
用

は
情
報
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
社
会
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
一
層
促
進

さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
施
策

と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
導
入
に
つ
い
て
関
係
各
課

へ
依
頼
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
導
入

に
向
け
た
人
的
負
担
や
シ
ス

テ
ム
改
修
の
是
非
、
財
政
問

題
な
ど
懸
念
さ
れ
る
事
項
も

多
々
あ
る
た
め
、
音
声
コ
ー

ド
導
入
の
可
否
や
内
容
、
時

期
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
課

の
判
断
に
委
ね
た
い
。

問
新
し
い
技
術
の
普
及

は
、
言
葉
で
説
明
す

る
よ
り
、
５
分
で
も
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
音
声
コ
ー
ド
の
研
修
会

や
市
民
が
直
接
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
市
役
所
に
設
置

す
る
な
ど
の
推
進
を
。

　

県
障
が
い
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相

談
員
が
配
置
さ
れ
、
訪
問
支

援
や
研
修
会
の
補
助
、
最
新

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
貸
出
し
・
展

示
・
利
用
体
験
会
な
ど
も
開

催
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
機

関
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
研

修
会
や
実
効
性
の
高
い
推
進

活
動
の
手
法
な
ど
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

問
本
市
で
、
ご
み
袋
が

有
料
化
と
な
っ
て
か

ら
、
最
初
は
個
人
が
ご
み
を

出
す
量
が
大
幅
に
減
っ
た

が
、
そ
の
後
は
横
ば
い
状
態

で
あ
る
。
本
市
の
ご
み
減
量

化
の
取
組
は
。

　

本
市
の
ご
み
減
量
化
の
取

組
と
し
て
、
焼
却
処
分
費
用

や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
目
指
し
、

今
年
度
か
ら
一
部
公
共
施
設

や
事
業
者
の
伐
採
し
た
樹
木

や
剪
定
し
た
枝
を
堆
肥
製
造

事
業
者
に
よ
る
処
理
と
し
た

こ
と
、
家
庭
の
畳
、
布
団
等

を
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
に

切
り
替
え
た
こ
と
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
を
よ
り

進
め
た
こ
と
な
ど
、
ご
み
減

量
、
資
源
化
な
ど
の
施
策
を

進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

今
年
度
４
月
か
ら
７
月
ま
で

の
公
共
系
、
事
業
系
、
家
庭

系
可
燃
ご
み
の
伊
予
地
区
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
持
込

み
実
績
は
、
昨
年
度
と
比
較

し
て
約
70
％
減
少
し
て
お

り
、
可
燃
ご
み
収
集
委
託
分

を
含
め
た
市
全
体
の
総
量
も

約
20
％
減
少
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
負
担
金
に
換

算
す
る
と
、
４
か
月
で
約

１
６
０
０
万
円
の
節
減
を
実

現
し
、
こ
の
ま
ま
今
年
度
末

ま
で
推
移
し
た
場
合
、
約

５
０
０
０
万
円
の
節
減
が
見

込
ま
れ
る
。

答
支
援
を
受
け
な
が
ら
手

法
を
調
査
・
研
究
す
る
。

答
市
全
体
の
ご
み
総
量
が
約

20
％
減
少
と
な
っ
た
。

門
田　
裕
一　
議
員

視覚障がい者や高齢者などのために

音声コードの普及を早急に！
（答弁）関係各課へ依頼したい 録画映像

はコチラ

本
市
の
ご
み
減
量
対
策

視覚障がい者の点字普及率は１割と
言われており、例え点字が読めても、
自宅に届く郵便物は墨字と呼ばれる
文字が印刷されたものがほとんどで
す。重要な書類を補助者に読んでも
らった時には期限が過ぎていたり、
ほかのチラシと一緒に捨ててしまう
こともあるため、音声コードの普及
は急務です。

かどた議員の「もう一言！」
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問
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い
館

に
イ
ベ
ン
ト
等
で
参

加
し
よ
う
と
何
回
か
車
で

行
っ
た
が
、
一
度
も
駐
車
場

に
停
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
市

民
か
ら
聞
い
た
。
実
際
に
確

認
し
て
み
る
と
、
週
末
は
確

か
に
満
車
状
態
で
施
設
周
辺

は
車
が
渋
滞
し
て
来
場
者
も

混
乱
し
て
い
た
。

　
駐
車
場
が
満
車
だ
っ
た
場

合
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
国

道
沿
い
の
広
場
を
臨
時
駐
車

場
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
が

一
般
的
に
遠
す
ぎ
る
と
感
じ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
臨
時
駐

車
場
は
整
地
さ
れ
て
お
ら
ず

白
線
も
な
い
た
め
、
駐
車
場

と
し
て
の
機
能
は
有
し
て
い

な
い
。
利
用
者
の
た
め
に
、

臨
時
駐
車
場
の
整
地
は
も
ち

ろ
ん
、
市
役
所
の
駐
車
場
を

開
放
す
る
な
ど
、
対
策
を
考

え
て
は
。

答
市
役
所
向
か
い
の
立

体
駐
車
場
は
、
閉
庁

時
の
開
放
時
間
内
で
あ
れ
ば

利
用
で
き
る
旨
を
案
内
し
て

い
た
が
、
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢
み
ら
い

館
の
閉
館
時
間
の
ほ
う
が
遅

い
た
め
、
利
用
者
の
車
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
事
態
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
駐
車

場
完
成
後
は
、
立
体
駐
車
場

へ
の
案
内
は
行
っ
て
い
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。
な
お
、

市
役
所
駐
車
場
は
、
当
初
か

ら
案
内
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
文
化
ホ
ー
ル
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
で
駐
車
場
が

満
車
と
な
り
そ
う
な
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
は
、
市
役
所
駐

車
場
及
び
立
体
駐
車
場
を
開

け
て
閉
鎖
時
間
が
イ
ベ
ン
ト

終
了
後
に
な
る
よ
う
、
指
定

管
理
者
に
対
し
て
庁
舎
を
管

理
す
る
財
政
課
へ
駐
車
場
の

利
用
申
請
を
す
る
よ
う
提
案

し
、
臨
時
駐
車
場
と
し
て
の

活
用
を
模
索
し
た
い
。

　

ま
た
、
国
道
沿
い
の
臨
時

駐
車
場
の
整
地
や
ロ
ー
プ
の

敷
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

閉
庁
時
の
市
役
所
駐
車
場
等

が
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用

が
開
始
さ
れ
て
も
、
ま
だ
不

足
が
生
じ
る
よ
う
な
状
況
と

な
れ
ば
、
整
地
等
か
ら
段
階

的
に
実
施
し
た
い
。

問
上
野
団
地
南
側
に
は
、

県
道
ま
で
の
間
、
き

れ
い
に
圃ほ

場
整
備
さ
れ
た
田

畑
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
中
央
に
位
置
す
る
一
部

分
に
耕
作
放
棄
地
が
あ
る
。

　
国
で
は
、
令
和
５
年
４
月

に
農
地
法
と
農
地
中
間
管
理

法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
こ
の

制
度
を
使
っ
て
耕
作
放
棄
地

を
利
活
用
す
る
こ
と
は
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
所

有
者
不
明
農
地
の
貸
借
に
必

要
な
公
示
期
間
が
６
か
月
間

か
ら
２
か
月
間
へ
短
縮
さ

れ
、
併
せ
て
、
貸
借
の
設
定

期
間
も
最
長
20
年
か
ら
40
年

に
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
長
期

の
権
利
設
定
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
来
、
耕

作
放
棄
地
対
策
は
農
地
所
有

者
や
相
続
権
者
な
ど
が
担
う

義
務
で
あ
る
が
、
耕
作
希
望

者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
場
合

に
限
り
、
所
有
者
不
明
農
地

で
あ
っ
て
も
耕
作
権
利
を
得

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
法
制

度
が
こ
の
た
び
整
備
さ
れ
た

た
め
、
今
後
の
耕
作
放
棄
地

解
消
の
一
助
と
な
る
も
の
と

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
こ
の
耕
作
放
棄
地
を

整
備
す
る
の
に
、
約

50
万
円
以
上
は
必
要
で
あ
る

と
聞
い
た
が
、
こ
の
整
備
に

利
用
で
き
る
補
助
制
度
は
。

　

既
に
荒
廃
化
し
た
農
地
の

復
旧
に
つ
い
て
は
、
え
ひ
め

農
林
漁
業
振
興
機
構
が
実
施

し
て
い
る
事
業
に
お
い
て
10

㌃
当
た
り
４
万
３
０
０
０
円

の
支
援
金
を
活
用
で
き
る
場

合
が
あ
る
。

平
岡　
清
樹　
議
員

IYO夢みらい館満車時の対応

市役所駐車場などを開放しては？
（答弁）臨時駐車場として活用を
　　　模索する

耕
作
放
棄
地
問
題
の
深
刻
さ

録画映像
はコチラ

今後、駐車場が足りない
場合、整地等の必要があ
る臨時駐車場

答
貸
借
の
設
定
期
間
が
20
年

か
ら
40
年
に
延
長
さ
れ
た
。

答
国
の
支
援
金
を
活
用
で

き
る
場
合
が
あ
る
。
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問
令
和
５
年
５
月
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
位
置
づ
け
が
２
類

相
当
か
ら
５
類
に
移
行
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
の
日
常
が

徐
々
に
戻
っ
て
き
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
の

ふ
た
み
の
夏
祭
り
と
花
火
大

会
は
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
特
に
花
火
大
会
に
関
し
て

は
自
身
含
め
多
く
の
問
い
合

わ
せ
が
各
方
面
に
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多

く
の
市
民
の
方
は
、
今
年
は

開
催
さ
れ
な
い
こ
と
を
全
く

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
来
年
度
以
降
の
開
催
は
ど

う
な
る
の
か
。

答
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
団
体
等
が
実
行
委

員
会
を
設
立
し
、
主
体
的
に

進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ソ
レ

イ
ヨ
が
相
談
に
応
じ
る
と
の

方
針
は
確
認
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
地

元
周
知
に
努
め
た
い
。

問
ふ
た
み
の
夏
祭
り
と

花
火
大
会
が
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
経
緯
と
開
催
さ

れ
な
い
こ
と
の
告
知
な
ど
は

行
っ
た
の
か
。

　

双
海
地
区
広
報
区
長
会
に

て
意
見
集
約
し
、
そ
の
後
、
ふ

た
み
の
夏
祭
り
運
営
委
員
会

に
て
検
討
す
る
中
で
、
運
営

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
、
事
務
局
業
務
を
継
続
し

て
担
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
の
意
見
を
受
け
た
。そ
の
後
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
観
光
協
会

双
海
支
部
正
副
支
部
長
会
で

協
議
の
結
果
、
開
催
し
な
い

と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た

と
聞
き
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
を

受
け
、
そ
の
後
の
法
人
設
立

準
備
委
員
会
へ
の
報
告
、
双

海
地
区
広
報
区
長
会
で
の
報

告
・
了
承
を
経
て
、
観
光
協

会
正
副
会
長
会
議
、
観
光
協

会
双
海
支
部
理
事
会
・
総
会

に
て
承
認
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
告
知
に
関
し
て
は
、

双
海
地
区
広
報
区
長
会
と
観

光
協
会
双
海
支
部
理
事
会
・

総
会
に
留
ま
り
、
市
か
ら
告

知
を
し
た
経
緯
は
な
い
。

問
昨
秋
、
双
海
地
域
で

実
施
さ
れ
た
自
動
運

転
バ
ス
の
実
証
運
行
は
、
持

続
可
能
な
交
通
手
段
の
確
保

や
一
種
の
地
域
の
交
流
ツ
ー

ル
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
有
効
性
が
分
か
り
や
す
く

確
認
で
き
た
非
常
に
有
意
義

な
取
組
で
あ
っ
た
。
国
は
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
を
閣
議
決
定
し
、

様
々
な
タ
イ
プ
の
交
付
金
を

創
設
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活

用
し
た
地
方
創
生
を
強
力
に

推
し
進
め
て
い
る
。

　
伊
予
市
版「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
総
合
戦
略
」の
改
訂

に
よ
る
効
果
・
影
響
及
び
交

付
金
の
活
用
見
込
み
は
。

　

改
訂
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

の
効
果
的
な
活
用
が
可
能
と

な
る
と
と
も
に
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
受
入
れ
範
囲

の
拡
大
に
直
結
す
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
な
施
策
推
進
に

向
け
た
財
政
基
盤
の
確
立
に

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も

の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

な
お
、
同
交
付
金
は
、
次

年
度
以
降
の
本
格
運
行
に
向

け
実
証
実
験
の
実
施
準
備
を

進
め
て
い
る「
自
動
運
転
バ

ス
運
行
事
業
」
の
維
持
・
管

理
費
用
の
確
保
策
の
一
つ
と

し
て
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

市
民
生
活
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
当

た
っ
て
も
積
極
的
に
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
構
想

吉
久　
俊
介　
議
員

（答弁）団体等が実行委員会を設立し、主体的に
　　　進めればソレイヨが相談に応じる

録画映像
はコチラ

答
交
付
金
は
自
動
運
転
バ
ス
の

確
保
策
に
見
込
ん
で
い
る
。

答
告
知
は
、区
長
会
、理
事
会・

総
会
に
留
ま
っ
て
い
る
。

ふたみの夏祭りと花火大会

来年度以降の開催予定は？

よしひさ議員の「もう一言！」
運営委員の高齢化が
理由で開催が難しい
とのことですが、地
元の同年代の方々の
意見を聞くと、ぜひ
やりたいとの声が非
常に多かったので、
来年度に開催できる
よう地元の意見を慎
重に聞きながら前向
きに検討してほしい
と思います。

いよ議会だより　令和５年 秋号 10
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問
北
山
崎
・
南
山
崎
地

区
を
走
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
で
は
、
谷
口
耳
鼻

咽
喉
科
や
本
宮
眼
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
行
き
た
い
高
齢
者

の
最
寄
り
駅
は
、「
じ
ゅ
ら
く
」

に
な
る
。「
じ
ゅ
ら
く
」を
出
た

バ
ス
は「
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン

タ
ー
」に
向
か
っ
て
走
る
が
、

両
病
院
の
前
を
通
っ
て
国
道

か
ら
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー
に

向
か
う
よ
う
な
ル
ー
ト
に
し

た
ほ
う
が
、
高
齢
者
の
方
が

よ
り
利
用
し
や
す
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
現
行
ル
ー

ト
の
通
る
道
を
病
院
前
を
通

る
よ
う
に
し
て
フ
リ
ー
乗
降

区
間
と
し
て
も
、
時
刻
表
や

乗
り
換
え
等
に
も
支
障
が
で

な
い
の
で
は
。

答
高
齢
者
の
移
動
手
段

と
し
て
、
ま
た
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

う
え
で
も
、
病
院
や
公
共
施

設
等
を
通
過
す
る
ル
ー
ト
選

定
は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
現
時
点
に
お
い
て
も
、

地
域
や
施
設
等
の
関
係
者
か

ら
様
々
な
要
望
も
聞
い
て
い

る
の
で
、
令
和
６
年
度
に
実

施
す
る
再
編
計
画
策
定
に
向

け
検
討
し
た
い
。

　

簡
易
的
な
路
線
の
変
更
等

に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
許
認
可
の
手
続
き
上
、

法
定
協
議
会
に
よ
る
再
編
計

画
の
承
認
に
数
か
月
の
期
間

を
要
す
る
こ
と
や
次
年
度
に

再
編
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
の
ル
ー
ト

変
更
は
困
難
で
あ
る
。

問
自
治
体
が
条
例
で
定

め
れ
ば
、
職
員
の
特

別
休
暇
と
し
て「
地
域
活
動

休
暇
」
を
創
設
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

兼
業
な
ど
に
よ
る
職
員
の
活

動
参
加
が
し
や
す
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
も

あ
る
。
本
市
で
も
、
各
所
か

ら
担
い
手
不
足
の
深
刻
な
話

を
聞
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に

よ
る
活
動
停
止
が
長
引
い
た

こ
と
が
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
と
な
り
、
さ
ら
に
問
題
が

顕
著
に
な
っ
て
き
た
印
象
が

あ
る
。
各
地
域
団
体
の
担
い

手
不
足
・
高
齢
化
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
地

域
団
体
の
活
動
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
神
戸
市
な
ど
が

検
討
を
始
め
て
い
る
地
域
活

動
休
暇
に
つ
い
て
、
本
市
で

も
検
討
を
進
め
る
予
定
は
あ

る
の
か
。

　

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
の

減
少
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
一
翼
を
担
う
地
域

団
体
の
衰
退
は
、
本
市
が
推

進
す
る
住
民
自
治
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。「
市
民
自
ら
が
考
え
、
共

に
助
け
合
い
、
行
動
」し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
市
各
部
局

が
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
や

課
題
に
対
し
、
相
談
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
職
員
は
、
地

域
住
民
や
地
域
活
動
と
の
関

わ
り
が
深
く
、
法
律
や
会
計

の
知
識
が
あ
る
職
員
の
地
域

活
動
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
逆
に
、
職

員
と
し
て
も
、
地
域
の
活
動

経
験
は
公
務
に
生
か
せ
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
も
の

の
、
一
方
で
、
地
域
活
動
に

専
念
す
る
あ
ま
り
、
本
来
の

公
務
に
影
響
が
及
ぶ
な
ど
の

懸
念
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
取

得
要
件
や
取
得
付
与
日
数
等

の
基
準
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
現
時
点
に
お

い
て
は
、
国
か
ら
の
地
域
活

動
休
暇
に
係
る
通
知
が
届
い

て
い
な
い
た
め
、
具
体
的
な

検
討
は
し
て
い
な
い
。

田
中　
慎
之
介
議
員

（答弁）令和６年度に実施する再編計画策定に
　　　向け検討したい

答
具
体
的
な
検
討
は
し
て

い
な
い
。

職員に地域活動休暇を認める
ことは、職員が地域の声を聞
くきっかけや経験を積むきっ
かけになります。しかし、一
番重要なことは、地域の方が
今の社会システムに合った、
持続可能な地域コミュニティ
の創設を、自分たちで作り上
げていくことだと考えます。

たなか議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

コミュニティバスの運行ルート

病院の前を通るルートに変更しては？

地
域
活
動
休
暇
の
必
要
性
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問
少
子
高
齢
化
の
中
、

児
童・生
徒
数
が
減
っ

て
い
る
。
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
な
ど
も
あ
り
不
登
校

の
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
聞

い
た
。
不
登
校
以
外
に
、「
は

ば
た
き
」に
通
う
子
や
保
健
室

（
別
室
）登
校
な
ど
は
、
不
登

校
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
こ

と
や「
お
お
ぞ
ら
」に
通
う
子

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
普
通

に
教
室
で
授
業
を
受
け
て
い

る
児
童
・
生
徒
は
ど
れ
ほ
ど

い
る
の
か
と
心
配
に
な
る
。

こ
の
現
状
を
放
置
し
た
ま
ま

で
は
、
若
者
に
伊
予
市
の
未

来
を
託
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
の
思
い
か
ら
、
不
登
校
な

ど
の
現
状
や
、
市
の
対
応
を

問
う
。

答
通
常
授
業
に
お
い
て

自
教
室
に
い
な
い
人

数
は
保
健
室
や
別
室
で
授
業

を
受
け
て
い
る
児
童
生
徒
と

教
育
支
援
教
室「
は
ば
た
き
」

へ
通
っ
て
い
る
生
徒
、
市
外

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ

通
っ
て
い
る
生
徒
の
人
数
等

の
報
告
と
な
る
が
、
一
学
期

末
現
在
で
小
学
生
が
20
人
、

中
学
生
が
42
人
の
合
計
62
人

で
あ
る
。

 　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
本
市
で
は「
は
ば
た

き
」
や
子
ど
も
の
居
場
所
事

業「
お
お
ぞ
ら
」を
設
置
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
取
組
で
最

も
重
要
と
な
る「
子
ど
も
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
」
に
は

豊
富
な
経
験
と
専
門
的
な
知

識
を
持
つ
職
員
が
対
応
し
、

個
々
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

心
が
け
て
い
る
。
学
校
生
活

指
導
に
お
い
て
は
、
授
業
や

行
事
等
の
工
夫
に
よ
る
楽
し

い
学
校
づ
く
り
、
よ
り
良
い

友
人
関
係
を
育
む
取
組
、
規

則
正
し
い
生
活
の
呼
び
掛
け

等
、
教
員
の
積
極
的
な
取
組

以
外
に
も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
人

材
を
活
用
し
、
児
童
相
談
所

や
医
療
機
関
、
教
育
セ
ン

タ
ー
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

の
連
携
や
子
ど
も
や
保
護
者

の
相
談
等
実
情
に
応
じ
た
対

応
を
し
て
い
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
位
置
づ

け
が
２
類
相
当
か
ら
５
類
に

移
行
さ
れ
、
経
済
が
活
性
化

し
て
い
る
の
は
喜
ば
し
い
が
、

ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
代
を
は
じ

め
と
す
る
物
価
高
騰
が
市
民

生
活
や
公
共
工
事
に
影
を
落

と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
上

三
谷
地
区
で
進
め
ら
れ
て
い

る
工
事
な
ど
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
次
の
３
点
を
問
う
。

①
輝ぴ

か
い
ち市
か
ら
の
通
学
路
の
拡

幅
工
事
は
。

②
仲
神
建
設
か
ら
仲
神
商
店

の
拡
幅
工
事
は
。

③
南
伊
予
駅
に
隣
接
す
る
公

園
の
進
捗
は
。

①
今
年
度
当
初
よ
り
測
量
・

設
計
、
地
元
関
係
者
等
と
の

協
議
を
終
え
、
現
在
、
埋
蔵

文
化
財
試
掘
調
査
の
準
備
中

で
あ
る
。
調
査
結
果
に
支
障

が
な
け
れ
ば
工
事
に
着
手

し
、
年
度
内
完
了
を
目
指
し

た
い
。

②
現
在
、
概
略
設
計
業
務
を

発
注
し
て
、
作
業
を
進
め
て

い
る
。
年
度
内
に
は
地
元
関

係
者
と
協
議
を
実
施
し
た

い
。

③
事
業
実
施
場
所
を
特
定

し
、
現
在
、
用
地
取
得
に
向

け
た
諸
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
。
併
せ
て
設
計
業
務
を
進

め
る
中
で
、
必
要
な
機
能
や

施
設
管
理
に
つ
い
て
、
こ
の

秋
口
を
目
途
に
地
元
の
意
見

を
伺
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
年
度
は
詳
細
設
計
や
建
築

確
認
申
請
な
ど
を
順
次
実
施

し
、
次
年
度
に
か
け
て
整
備

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

森
川　
建
司　
議
員

（答弁）各関係機関と連携し、
　　　対応を行っている

狭あいで段差の
ある歩道は低学
年の児童には危
険で過酷である

　　  不登校などを少しでも減らそう

市 の 対 応 は ？
録画映像
はコチラ

上
三
谷
地
区
市
道
拡
幅
工

事
等
の
進
捗

答
③
次
年
度
に
か
け
て
整

備
を
行
う
。

②の狭あいな歩道（通学路）
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答
情
報
を
収
集
し
て
い
き

た
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
制
度
に
つ
い
て

は
、
当
初
か
ら
、
市
役
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
の
取
得

を
ど
う
支
援
す
る
か
が
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
令
和
５
年

８
月
付
け
で
、
国
が
作
成
し

た「
福
祉
施
設
、
支
援
団
体

の
方
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
・
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
」で
は
、「
市
区
町
村
職

員
に
よ
る
出
張
申
請
受
付
に

つ
い
て
の
手
続
の
流
れ
」
が

明
記
さ
れ
た
。
市
職
員
の
出

張
申
請
受
付
に
つ
い
て
、
実

施
時
期
と
実
施
方
法
等
の
手

続
の
流
れ
は
。

答
高
齢
者
施
設
や
障
害

者
施
設
な
ど
を
対
象

に
、
希
望
す
る
施
設
と
日
程

や
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て

調
整
を
図
り
、
本
年
11
月
か

ら
施
設
へ
の
訪
問
に
よ
る
申

請
サ
ポ
ー
ト
を
計
画
し
て
い

る
。
続
く
12
月
か
ら
は
、
来

庁
が
困
難
な
在
宅
高
齢
者
な

ど
を
対
象
に
、
電
話
に
よ
る

申
請
予
約
を
受
付
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
申
請
サ
ポ
ー
ト
を

予
定
し
て
い
る
。
き
め
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
引

き
続
き
高
齢
者
な
ど
へ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

機
会
の
充
実
に
努
め
た
い
。

問
こ
こ
10
年
で
、
新
川

地
区
と
米
湊
地
区
の

２
地
区
で
、
郡
中
小
学
校
の

全
児
童
の
半
分
以
上
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に

加
え
、
新
川
地
区
に
大
規
模

な
宅
地
開
発
が
現
在
も
進
ん

で
お
り
、
今
後
20
年
位
は
、

新
築
住
宅
の
建
設
が
見
込
ま

れ
、
児
童
数
は
さ
ら
に
増
加

す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、

児
童
ク
ラ
ブ
が
足
り
な
い
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。「
第
２
期

伊
予
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
見
直
し
、

現
状
に
あ
っ
た
計
画
を
立

て
、
児
童
ク
ラ
ブ
体
制
の
再

検
討
が
急
を
要
す
る
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
は
。

　

児
童
数
の
推
移
や
支
援
員

の
確
保
な
ど
公
設
児
童
ク
ラ

ブ
の
課
題
と
、
民
設
児
童
ク

ラ
ブ
と
の
役
割
分
担
な
ど
を

踏
ま
え
た
児
童
ク
ラ
ブ
の
中

期
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
、

よ
り
多
方
面
か
ら
の
総
合
的

か
つ
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
は
、「
第
３
期
伊
予
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」を
適
切
に
策
定
し
た
い
。

問
夏
休
み
等
の
長
期
休

校
で
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
で
、
保
護
者
の
負
担
に

な
る
の
が
、
昼
食
用
の
弁
当

作
り
で
あ
る
。
他
自
治
体
に

は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等

を
活
用
し
た
昼
食
の
提
供
や

弁
当
業
者
と
提
携
し
て
昼
食

を
提
供
す
る
な
ど
、
様
々
な

動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
時

の
食
事
等
の
支
援
に
つ
い
て

の
方
針
は
。

　

休
日
に
お
け
る
食
事
の
提

供
は
、
衛
生
対
策
な
ど
懸
念

事
項
が
多
く
あ
り
、
現
時
点

で
の
実
施
は
難
し
い
。
し
か

し
、
少
子
化
対
策
や
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
、
全
国
の

一
部
の
自
治
体
で
は
、
保
護

者
の
要
望
を
受
け
昼
食
を
提

供
す
る
取
組
が
始
ま
っ
て
い

る
。
ま
ず
は
近
隣
市
町
の
動

向
や
弁
当
事
業
者
の
導
入
可

否
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金

の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
情

報
を
収
集
し
て
い
き
た
い
。

金
澤　
　
功　
議
員

（答弁）本年11月から申請サポートを
　　　計画している

答
総
合
的
か
つ
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

ここ10年間で、児童数が倍近く増加して
いる新川地区は、転入されるほとんどの世
帯が共働きであることから、手厚い子育て
支援の特別施策が緊急的に必要と考えられ
ます。ところが、郡中小学校区内の児童ク
ラブは、米湊地区に集中し、新川地区の急
激な児童数の増加に対しての子育て支援
策はほとんど聞こえてきません。新築に伴
い固定資産税や市民税等の増加した税収に
あわせた、公正で公平な市民サービスの還
元が、行政の責務と考えます。

かなざわ議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

マイナンバーカード取得支援

高齢者等への取得支援は？

児
童
ク
ラ
ブ
体
制
の
見
直
し
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問
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
市
内
の

公
民
館
や
学
校
な
ど
、
緊
急

避
難
場
所
や
避
難
所
と
し
て

54
か
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
異

常
気
象
と
予
報
が
難
し
い
と

言
わ
れ
て
い
る
線
状
降
水
帯

が
発
生
す
る
と
、
す
ぐ
に
避

難
で
き
る
集
会
所
が
身
近
な

避
難
場
所
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
市
内
の
集
会
所
は
１
７
２

か
所
あ
る
が
、
老
朽
化
や
建

築
基
準
法
施
行
前
に
完
成
し

た
施
設
も
多
く
あ
る
た
め
、

地
域
の
重
要
な
活
動
拠
点
で

あ
る
こ
と
か
ら
住
民
が
安
全

に
利
用
で
き
る
環
境
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

　
本
市
は
、
伊
予
市
集
会
所

整
備
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

を
平
成
18
年
に
制
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
条
例
を
活
用
し

て
の
集
会
所
改
修
の
実
績
は
、

　
ま
た
、
耐
震
補
強
等
改
修

の
必
要
な
集
会
所
は
、
ど
の

程
度
あ
る
の
か
。

答
条
例
の
活
用
実
績
に  

つ
い
て
、
こ
の
条
例

は
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

県
の
補
助
制
度
の
廃
止
に
伴

い
、
平
成
21
年
度
に
全
部
改

正
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
４
団
体
が
本
条
例
を
活
用

し
、
集
会
所
を
整
備
し
て
い

る
。（
左
表
参
照
）

　

耐
震
補
強
等
改
修
の
必
要

な
集
会
所
に
つ
い
て
は
、
現

在
利
用
中
の
１
７
２
の
集
会

所
の
う
ち
、
旧
耐
震
基
準
の

も
の
は
約
６
割（
１
０
３
件
）

と
な
っ
て
い
る
。

問
国
が
発
表
し
た
令
和

４
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
額
は
16
％
増
の

９
６
５
４
億
円
と
３
年
連
続

で
過
去
最
高
を
更
新
し
、
件

数
も
17
％
増
の
５
１
８
４
万

件
と
最
多
で
あ
る
。
本
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
入
件
数

と
受
入
額
の
推
移
は
。

　

返
礼
品
を
伴
う
受
入
実
績

は
、
令
和
２
年
度
が
２
９
６

６
件
で
約
４
８
３
０
万
円
、

３
年
度
が
２
６
９
９
件
で
約

４
３
４
４
万
円
、
４
年
度
が

５
１
８
１
件
で
約
８
４
５
５
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
４
年
度

は
、
対
前
年
比
で
受
入
件
数

及
び
受
入
額
が
約
２
倍
に

な
っ
た
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
利
用
し
た
人
が
多

い
自
治
体
ほ
ど
、
住
民
税
控

除
に
よ
る
税
収「
流
出
」の
痛

手
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
こ

の
制
度
で
苦
戦
し
て
い
る
自

治
体
も
数
多
く
あ
る
が
、
本

市
の
現
状
は
。

　

翌
年
度
の
市
民
税
寄
付
金

控
除
額
は
、
左
表
①
の
と
お

り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

①
の
控
除
額
は
、
国
か

ら
一
定（
75
％
）
の
補
填
が

あ
る
。
５
年
度
で
い
う
と

３
８
７
５
万
５
０
０
０
円
の

控
除
額
に
対
し
、
２
９
０
６

万
６
０
０
０
円
が
国
か
ら
補

填
さ
れ
る
。
参
考
に
、
こ
れ

ら
の
金
額
と
返
礼
品
の
調
達

や
送
付
・
広
報
等
に
要
す
る

経
費
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
は
右
表
②
の
と
お
り
で
あ

る
。

日
野　
猛
仁　
議
員

（答弁）４団体が本条例を活用している

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

答
令
和
５
年
度
は
約
３
８
７
５
万

円
で
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

答
令
和
４
年
度
は
対
前
年
比

で
約
２
倍
に
な
っ
た
。

条例では集会所改
修に事業費の４割
分の分担金（右表）
を必要とされてお
り、地元負担が大
きいことから改修
が進んでいないの
が現状です。今後
は現状に見合った
制度の見直しを要
望します。

ひの議員の「もう一言！」

　 伊予市集会所整備事業分担金徴収条例

集会所改修の実績は？
録画映像
はコチラ

市内集会所　改修実績
年度 集会所 事業費 分担金

18年度 上三谷客
集会所 1,621万9,000円 636万9,000円

22年度 市場集会所 2,888万4,000円 1,157万1,000円

24年度 石ノ久保
集会所 828万4,000円 331万3,000円

26・27
年度

近江文化
センター 1,675万2,800円 671万2,000円

①市民税寄付金控除額
年　度 控　除　額

令和３年度 2,353万5,000円
令和４年度 3,034万9,000円
令和５年度 3,875万5,000円

②全ての経費を差し引いた実質収支
年　度 実  質  収  支

令和２年度 2,423万4,000円
令和３年度 1,948万1,000円
令和４年度 3,526万1,000円



いよ議会だより　令和５年 秋号15

問
運
動
部
活
動
の「
地

域
移
行
」
の
実
証
実

験
は
国
が
費
用
を
負
担
し

て
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
運

営
団
体
の
体
制
づ
く
り
や
指

導
者
の
確
保
、
学
校
施
設
の

活
用
な
ど
を
後
押
し
す
る
事

業
で
あ
る
。
部
活
動
の
地
域

移
行
は
、
少
子
化
対
応
や
教

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
休

日
の
部
活
動
の
指
導
を
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
委
ね

る
改
革
で
令
和
７
年
度
ま
で

の
３
年
間
を
推
進
期
間
と
し

て
い
る
。

　
本
市
の
４
中
学
校
の
今
後

の
方
向
性
と
具
体
策
は
。

答
本
市
で
は
、
昨
年
12 

月
に
学
校
長
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
並
び
に
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

代
表
な
ど
を
委
員
と
し
た

「
伊
予
市
部
活
動
の
地
域
移

行
に
関
す
る
検
討
会
議
」
を

設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
国
が

示
し
た
提
言
等
を
踏
ま
え
、

部
活
動
改
革
の
課
題
に
つ
い

て
の
検
討
と
意
見
交
換
を
３

回
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
高

知
県
い
の
町
と
香
川
県
東
か

が
わ
市
へ
の
先
進
地
視
察
を

実
施
し
、
県
教
育
委
員
会
保

健
体
育
課
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
大
学
生
の
外
部
指
導
者

を
取
入
れ
、
複
数
校
で
の
合

同
練
習
を
試
験
的
に
行
う
予

定
と
し
て
い
る
。

　

本
市
の
目
指
す
方
向
性
に

関
し
て
は
、
現
在
、
県
が
９

月
末
を
目
途
に
作
成
中
の

「
部
活
動
改
革
に
係
る
推
進

計
画
」
を
踏
ま
え
、
市
の
実

情
に
応
じ
た
推
進
計
画
を
策

定
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き

検
討
会
議
に
お
い
て
議
論
を

深
め
た
い
。

問
実
証
事
業
が
終
わ
り

国
の
費
用
負
担
が
な

く
な
っ
た
と
き
、
保
護
者
に

金
銭
的
負
担
が
増
え
る
場
合

の
対
処
方
法
は
。

　

国
の
補
助
金
を
活
用
し
な

が
ら
地
域
移
行
は
進
め
て
い

く
が
、
今
後
、
保
護
者
へ
の

経
済
的
負
担
が
生
じ
る
可
能

性
は
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
や

県
へ
の
さ
ら
な
る
補
助
拡
充

の
要
望
を
行
い
な
が
ら
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が

適
切
か
検
討
を
重
ね
つ
つ
、

生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て
丁

寧
な
説
明
を
行
う
こ
と
で
、

理
解
を
図
り
た
い
。

問
こ
の
整
備
は
、
市
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る

事
業
で
、
２
０
３
０
年
の
整

備
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
鉄
道
駅
が
隣
接
す
る
す
ば

ら
し
い
立
地
条
件
を
活
か
す

た
め
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

　
今
後
、
事
業
を
進
め
る
中

で
の
課
題
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

本
事
業
は
、
伊
予
鉄
道
郡

中
港
駅
前
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
、
Ｊ
Ｒ
伊
予
市
駅
前
広
場

と
ロ
ー
タ
リ
ー
の
再
整
備
、

Ｊ
Ｒ
伊
予
市
駅
の
東
西
を
結

ぶ
自
由
通
路
の
設
置
、
県
道

郡
中
港
線
の
整
備
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

　

事
業
の
課
題
と
し
て
は
、

事
業
費
が
多
額
に
な
る
た

め
、
国
か
ら
の
補
助
金
以
外

で
の
財
源
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
地
権
者
等
の

地
元
関
係
者
を
始
め
、
鉄
道

事
業
者
等
の
交
通
事
業
者
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
県
や
県

警
な
ど
、
関
係
機
関
が
多
岐

に
わ
た
る
た
め
、
合
意
形
成

に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
事
業
を

除
き
、
令
和
８
年
度
か
ら
の

５
年
間
で
郡
中
中
心
拠
点
地

区
都
市
再
生
整
備
計
画
に
盛

り
込
み
、
都
市
構
造
再
編
集

中
支
援
事
業
に
よ
り
、
進
捗

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

高
田　
浩
司　
議
員

（答弁）複数校での合同練習を
　　　試験的に行う

答
令
和
８
年
度
か
ら
の
５

年
間
で
進
捗
を
図
る
。

答
国
や
県
へ
の
さ
ら
な
る
補

助
拡
充
の
要
望
を
行
う
。

2023年度の実証事業とし
て県内では新居浜市、松
山市、大洲市、松前町の
４市町で行われています。
2026年度までに県内20市
町で実施割合100％を目指
しているようで、７月の県
総体でも地域クラブとして
参加した団体があったよう
です。

たかた議員の「もう一言！」

公立中学校の運動部活動「地域移行」

市内中学校の今後の方向性は？
録画映像
はコチラ

Ｊ
Ｒ
伊
予
市
駅
周
辺
整
備

事
業
計
画
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問
最
近
、
夏
休
み
の
宿

題
を
な
く
す
学
校
が

出
て
き
て
い
る
。
目
的
は
子

ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
伸
ば

す
こ
と
。
宿
題
の
代
わ
り
に

読
書
や
自
由
研
究
、
体
力
づ

く
り
な
ど
自
分
で
テ
ー
マ
を

見
つ
け
て
、
計
画
を
立
て
て

取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
今
の
時
代

に
合
っ
た
あ
ら
ゆ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
大
変
す
ば
ら
し
い

取
組
で
あ
る
と
思
う
。

　
本
市
で
も
、
夏
休
み
の
宿

題
を
な
く
し
、
子
ど
も
自
身

が
自
主
的
に
課
題
を
決
め
て

取
り
組
む
、
選
択
制
に
し
て

は
ど
う
か
。

答
夏
休
み
の
宿
題
は
、

子
ど
も
の
視
点
で

は
、
夏
休
み
を
楽
し
む
最
大

の
関
所
と
言
え
る
が
、
学
校

側
の
視
点
に
立
つ
と
、
そ
の

目
的
は
大
き
く
３
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
夏
休
み
中
に

学
習
習
慣
を
崩
さ
ず
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
た
め
、
二
つ

目
は
、
１
学
期
に
学
ん
だ
こ

と
を
復
習
し
て
定
着
さ
せ
る

た
め
、
三
つ
目
は
、
一
つ
目

と
二
つ
目
を
継
続
す
る
こ
と

で
２
学
期
か
ら
の
学
習
を
ス

ム
ー
ズ
に
始
め
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
あ
る
。
確
か

に
宿
題
を
な
く
す
の
で
は
な

く
、
自
ら
決
め
る
と
い
う
方

法
で
あ
れ
ば
、
夏
休
み
中
の

学
習
習
慣
の
維
持
や
復
習
も

で
き
る
し
、
２
学
期
か
ら
の

学
習
も
ス
ム
ー
ズ
に
開
始
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

で
学
校
側
か
ら
考
え
る
と
、

宿
題
の
成
果
を
確
認
し
な
く

て
よ
い
点
で
教
職
員
の
負
担

減
と
な
る
反
面
、
家
庭
環
境

や
児
童
生
徒
に
よ
っ
て
は
学

力
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
こ

と
と
な
り
、
学
力
の
二
極
化

も
懸
念
さ
れ
る
。
学
校
へ
夏

休
み
の
宿
題
に
関
し
て
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の

学
校
が
宿
題
を
減
ら
す
傾
向

に
あ
っ
た
が
、
宿
題
を
な
く

し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
学
力
の
低
下
へ
の
不
安

を
感
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

ご
提
案
の「
宿
題
を
自
ら

選
ぶ
夏
休
み
」
は
、
魅
力
的

で
は
あ
る
が
、
教
員
の
負
担

や
学
力
の
定
着
と
い
っ
た
点

も
考
慮
し
つ
つ
、
今
後
も
適

切
な
宿
題
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
慎
重
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
市
内
に
は
多
く
の
見

守
り
隊
の
方
々
が
、

毎
朝
の
登
校
時
に
同
行
や
交

差
点
で
見
守
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て

は
高
齢
化
で
減
少
し
て
き
て

い
る
と
聞
い
た
。
今
後
、
幅

広
く
募
る
考
え
は
。

　

見
守
り
活
動
に
は
、
登
下

校
時
間
に
合
わ
せ
て
外
に
出

て
花
に
水
や
り
や
掃
き
掃
除

を
し
た
り
、
犬
の
散
歩
を
し

た
り
す
る
な
ど
、
何
か
を
し

な
が
ら
登
下
校
中
の
子
ど
も

を
見
守
る「
な
が
ら
見
守
り
」

と
い
う
も
の
も
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
、
こ

の「
な
が
ら
見
守
り
」に
つ
い

て
の
周
知
を
積
極
的
に
行
う

ほ
か
、
児
童
生
徒
を
守
り
育

て
る
会
な
ど
の
集
会
で
見

守
り
隊
へ
の
協
力
を
呼
び
か

け
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

見
守
る
環
境
整
備
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

大
野　
鎮
司　
議
員

（答弁）魅力的だが慎重に取り組みたい

登
下
校
中
の
見
守
り
隊

答
な
が
ら
見
守
り
の
周
知

を
積
極
的
に
行
う
。

夏休みの宿題をなくすこ
とにより、先生の働き方
改革を推進し、より多く
の子どもたちと向き合う
時間をつくる。また、家
族との時間を増やすこと
で家族愛、地域愛を育む。
いいことずくめではない
でしょうか？何より伊予
市の子どもたちが一番喜
ぶと思います。

おおの議員の「もう一言！」

自主性、主体性を育て世界をかける子どもたち

夏休みの宿題を選択制にしては？
録画映像
はコチラ

夏休みの宿題をなくすことで考えられるメリット

① 教職員の
働き方改革

子どもたちの宿題をチェックし、評価する担任の先
生たちの負担減となる。先生は、授業の準備、心配
な子どもの対応など、業務が多岐にわたり大変であ
る。膨大な事務作業が少しでも減り、子どもと向き
合う時間が増えるのではないか。

②
家庭での

保護者との
関わりが

増えること

夏休みにしかできないこと、家族でいろいろな体験をす
ることは、子どもの人間形成に大変重要なことと考える。
また、保護者の責任として学校に学力など頼りきるので
はなく、子どもが将来どうなりたいかなど、しっかり向
き合うことが大切では。子どもたちを大事に育てるには
何をすべきなのかという視点で、学校・家庭・地域の大
人の役割を整理する時期にきているのでは。



清掃センターに剪定くずを持ち込む場合、枝木だと厚みの直径が
15㎝、長さ50㎝以内に切り、紐で束ねる。刈り草や葉っぱなど
は容量45ℓの無色透明の袋に入れて用意されたコンテナに自らが
入れて帰る作業となる。
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問
令
和
４
年
６
月
議
会

に
お
い
て
、「
稲
荷
下

三
谷
線
は
大
型
車
両
の
通
行

や
一
般
車
両
の
交
通
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
特
に
夜
間
の
大
型
車

両
の
通
行
に
は
、
周
辺
住
民

が
大
変
迷
惑
し
て
い
る
現
状

が
あ
る
た
め
、
監
視
カ
メ
ラ

の
設
置
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」

と
質
問
し
、
前
向
き
な
答
弁

を
い
た
だ
き
、
今
年
の
春
に

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

た
だ
い
た
。

　
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

半
年
ほ
ど
経
つ
が
、
こ
れ
ま

で
交
通
量
調
査
を
行
っ
た
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
性

能
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
の
か
。

答

 

交
通
量
調
査
の
現
状

報
告
に
つ
い
て
は
、

昨
年
11
月
下
旬
、
国
土
交
通

省
松
山
河
川
国
道
事
務
所
が

交
通
量
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
こ
の
時
の
結
果
と
比
較

検
討
す
る
た
め
、
本
年
11
月

に
カ
メ
ラ
に
よ
る
交
通
量
調

査
・
解
析
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
松
山
河
川
国
道
事
務

所
が
実
施
し
た
結
果
と
比
較

の
う
え
、
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
現
在
設
置
し
て
い
る

監
視
カ
メ
ラ
は
、
交

通
量
調
査
を
す
る
の
に
適
応

し
た
機
種
な
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
映
像

デ
ー
タ
を
収
集
す
る
の
か
。

　

現
在
設
置
し
て
い
る
カ
メ

ラ
は
、
本
来
交
通
量
調
査
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、
設
置
前
に
実
施
し
た
録

画
映
像
の
確
認
テ
ス
ト
に
お

い
て
も
、
車
両
の
判
別
は
可

能
で
あ
り
、
上
下
線
と
も
撮

影
範
囲
に
入
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
映
像
デ
ー
タ
の
収

集
方
法
に
つ
い
て
は
、
カ
メ

ラ
設
置
場
所
に
お
い
て
、
専

用
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
カ
メ

ラ
本
体
か
ら
デ
ー
タ
を
転
送

し
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
う

え
で
パ
ソ
コ
ン
等
に
デ
ー
タ

を
取
り
込
み
、
映
像
を
確
認

す
る
流
れ
に
な
る
。

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
出
し
ル
ー
ル
の
徹

底
を
図
る
対
策
は
。

　

伊
予
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
常
時
職
員
が

お
り
、
ご
み
出
し
方
法
を
直

接
説
明
す
る
と
と
も
に
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
ご
み
出
し

ル
ー
ル
の
チ
ラ
シ
を
直
接
手

渡
し
、
ル
ー
ル
徹
底
を
図
っ

て
い
る
。

問
今
年
度
の
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
可
燃
性
粗
大

ご
み
の
持
ち
込
み
状
況
は
。

　

今
年
度
か
ら
一
部
家
具
、

畳
、
布
団
等
の
可
燃
性
粗
大

ご
み
は
定
め
ら
れ
た
大
き
さ

に
し
な
け
れ
ば
松
山
市
で
受

入
れ
で
き
な
い
が
、
伊
予
地

区
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
置

き
場
が
利
用
で
き
な
く
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
裁
断
機
が

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

粗
大
ご
み
で
の
戸
別
回
収
へ

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

現
時
点
で
は
、
こ
の
変
更

に
よ
る
不
法
投
棄
や
野
焼
き

が
増
え
た
と
い
う
事
実
は
な

い
た
め
、
戸
別
回
収
の
活
用

や
定
め
ら
れ
た
大
き
さ
で
の

処
理
が
進
ん
で
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

正
岡　
　
満　
議
員

（答弁）本年11月に調査・解析する

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
可
燃
性

粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み

答
常
時
職
員
が
直
接
説
明

し
、
チ
ラ
シ
を
渡
す
。

答
変
更
に
よ
る
不
法
投
棄
や

野
焼
き
は
増
え
て
い
な
い
。

答
確
認
テ
ス
ト
で
車
両
の

判
別
は
可
能
で
あ
る
。

 下三谷楠木線の監視カメラ

交通量調査の現状報告を！
録画映像
はコチラ

令和５年４月
からの対応



きら
きら・部活

い～よい～よい～よ
第８回
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双海地域は剣道がとても
盛んで実績と歴史があり
ます。今回は双海中剣道
部を取材しました！

（９/14取材）

１人だけ剣道未
経験で入部した
本多来咲さん（写
真左）に聞いてみ
ました！

　
体
育
館
の
中
に
入
る
と
、

「
こ
ん
に
ち
は
～
」
と
い
う
小

気
味
よ
い
挨
拶
。

　
送
風
機
と
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
が
フ
ル
稼
働
す
る
中
、

「
ヤ
～
～
」
と
い
う
威
勢
の
い

い
声
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
ご
と

（
15
分
～
20
分
ご
と
）
に
面
を

外
し
て
水
分
補
給
。

凛
々
し
い
顔
の
濵
田
大
和

キ
ャ
プ
テ
ン（
写
真
左
）に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
！

●
部
活
の
目
標
は
？

　
新
人
戦
地
区
大
会
で
優
勝

し
て
、
県
大
会（
11
月
11
日
・

12
日
）
で
優
勝
す
る
こ
と
で

す
。

●
部
と
し
て
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は
？

　
声
を
出
し
て
、
気
合
を
入

れ
て
、
気
持
ち
を
入
れ
て
練

習
す
る
こ
と
で
す
。

●
チ
ー
ム
の
い
い
と
こ
ろ

は
？

　
個
々
の
レ
ベ
ル
が
高
い
の

で
、
長
所
を
教
え
あ
え
る
と

こ
ろ
で
す
。

●
剣
道
部
に
入
っ
た
理
由

は
？

　
小
学
校
の
時
か
ら
双
海
剣

道
会
で
や
っ
て
い
た
の
で
入

り
ま
し
た
。
高
校
で
も
続
け

ま
す
。

●
議
会
や
議
員
っ
て
知
っ
て

る
？

　
母
が
去
年
の
夏
に「
女
性

議
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。
地

域
の
こ
と
を
話
し
合
い
、
良

く
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
本
多
）や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

か
っ
た
。
初
め
て
の
試
合
で
は

緊
張
し
ま
し
た
が
、
男
子
と

練
習
し
て
き
た
の
で
、
自
信

を
持
っ
て
臨
め
ま
し
た
！

★
顧
問
の
重
松
先
生
か
ら
一
言
！

　
剣
道
を
通
し
て
、
礼
儀
や

節
度
あ
る
態
度
な
ど
を
身
に

付
け
、
社
会
に
出
て
か
ら
も

通
用
す
る
人
に
な
れ
る
よ
う

に
、
心
身
と
も
に
成
長
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
保
護

者
や
地
域
の
方
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
活
動
で
き
て
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
！

部員数：10人（男子５人・女子５人）
活動日：平日の放課後４日（火・外部コーチ）、土・半日

双海中学校  双海中学校  剣道部剣道部

編集後記編集後記

よしひさ委員

かわぐち委員

たなか（慎）委員

９月議会からタブレットを使用するようになり、机上がすごく広くなったような気がします。
自宅の書斎で山積みになっている、分厚い過去の予算書や議案書を見て、かつて車に積んでいた
地図帳を思い出しました。カーナビが出た後も「紙の地図のほうが見やすい」とか言って、しばら
く積んでいたなぁと。
そんな反省から「やっぱり紙の予算書のほうがいい」とだけは言わないようにしようと思います。
でも、議会だよりは紙のほうがいいですね。これは、何でだろう？
議会広報調査特別委員会　〔委員長〕森川建司　〔副委員長〕田中慎之介
　　　　　　　　　　　　〔委　員〕金澤　功　正岡　満　吉久俊介　川口和代

稽古中はかけ声と鋭い動きによる迫力が
伝わってきます。

濵
はま

田
だ

大
や ま と

和くん

本
ほん

多
だ

来
き に

咲さん


